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論  文  内  容  の  要  旨 
 
 
日本語版 Quality of Life in Alzheimer’s Disease Scale(QOL-AD)の因子構造 
Factor structure of the Japanese version of the Quality of Life 




Quality of Life(QOL) は認知症の研究において重要なアウトカムの一つである。 













行動と認知の評価尺度は以下を行った。QOL-AD は本人の QOL を本人と介護者が別々に評価す
る半構造化面接で、13 項目を評価しその総得点を QOL の指標とする。認知機能の尺度として
Mini-Mental State Examinations (MMSE)、精神症状の尺度として Neuropsychiatric Inventory 
(NPI)、ADL の尺度として兵庫脳研版日常生活活動評価表 (HADL)、記憶障害の尺度として Short 
Memory Questionnaire (SMQ) を施行した。NPI では先行研究で示された 3 因子(精神症状・気
分・多幸)を分析に用いた。 
QOL-AD の因子分析では 13 の個別項目に主成分分析を行った。バリマックス回転を行い、固有
値が 1 以上の因子を採用した。0.30 以上の因子負荷量を基準とした。同定された因子と各評価尺
度(MMSE、NPI、HADL、SMQ)の相関を求めた。必要とされるサンプルサイズは、質問紙の内


















この 3 因子と評価尺度の相関分析を行った。本人評価では、「心理的幸福感」は NPI の気分と精
神症状と、「対人関係」は HADL と NPI の精神症状と、「身体と生活環境」は HADL とそれぞれ
有意な相関を認めた。介護者評価では、「心理的幸福感」は SMQ(記憶障害)と NPI の気分と、「対





Lawton は、認知症高齢者の QOL が以下の 4 領域で構成される理論的枠組みを提唱した。すなわ
ち、心理的幸福感・自覚される QOL・行動能力・客観的な環境である。前二者は主観的側面に属
し、後二者は客観的側面に属する。 
第 1 因子は「心理的幸福感」とした。第 2 因子は「対人関係」とし、対人関係の評価は主観的な
所属感を表しており、QOL の主観的な側面であると考えた。第 3 因子は「身体と生活環境」とし、
Lawton の枠組みによる客観的側面の 2 つの領域 (行動能力・客観的な環境) を含んでいると考え
た。 
以上より、日本語版 QOL-AD は 3 因子から構成され、Lawton による認知症高齢者の QOL に関
する理論的枠組みを支持することが示された。本研究は、日本語版 QOL-AD が認知症患者の QOL
の評価において有用な評価法であり、認知症患者への薬物・非薬物療法の介入や社会資源の有効
性の検証には QOL の 3 側面を考慮する重要性を示唆した。 
論文審査の結果の要旨 







QOL-AD に加えて、Mini-Mental State Examinations (MMSE)、Neuropsychiatric Inventory 
(NPI)、兵庫脳研版日常生活活動評価表 (HADL)、Short Memory Questionnaire (SMQ) を施行し
た。得られた QOL-AD のデータに対して因子分析を行うとともに、同定された因子と各評価尺度
の相関を検討した。 




感」は NPI の気分と精神症状と、「対人関係」は HADL と NPI の精神症状と、「身体と生活環
境」は HADL とそれぞれ有意な相関を認めた。介護者評価では、「心理的幸福感」は SMQ(記憶障
害)と NPI の気分と、「対人関係」は NPI の精神症状と、「身体と生活環境」は HADL とそれぞれ
有意な相関を認めた。 
【考察】Lawton は認知症高齢者の QOL が、1.心理的幸福感、2.自覚される QOL、3.行動能力、4.
客観的な環境の 4つの領域で構成される理論的枠組みを提唱しており、前二者は主観的側面、後
二者は客観的側面を示している。今回得られた因子構造として、第 1 因子は「心理的幸福感」、
第 2 因子は「対人関係」としたが、これらは主観的な側面を示しているものと考えられた。第 3
因子は「身体と生活環境」としたが、これは客観的側面の 2 つの領域 (行動能力・客観的な環
境)を示しているものと考えられた。以上より、日本語版 QOL-AD は 3 因子から構成され、Lawton
による認知症高齢者の QOL の理論的枠組みを支持することが示された。また日本語版 QOL-AD の
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